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1　 目的

　顕微鏡 を使 っ た観察 実験 の ひ とっ に、オ オ カ ナ

ダモ の 細胞内 で 生 じ る葉緑体の 原形質流動 の 観 察

が ある。しか し、時間 の 経過 と と もに 原形 質 流動

は緩 慢 に な るこ とが 知 られ て お り、資料購入 後か

ら時 間が経過 した場 合、ほ とん ど観 察で き ない こ

ともある。

　こ れ まで 、 生 物教 育の 視点か ら、原 形質流動が

良好に観察で きる条件に っ い て 言及 した報告 は 見

られ な い
。 そ こ で、本研 究で は 、オ オ カ ナ ダモ の

原 形 質流 動 が最 も良好 に観 察 で き る条 件 に つ い て

検討 し た e

2　実験

2−1　材料

　光 学顕 微鏡、カ バ ーガ ラ ス 、ス ラ イ ドガ ラス 、

オオ カ ナ ダモ 、水槽、ビ
ー

カ
ー、シ ャ

ーレ 、ピ ン

セ ッ ト、蛍 光 灯、炭 酸水 素 ナ ト リウム （和光 工 業、

1 級 ）、硫 酸 ア ン モ ニ ウム （和 光 工 業、1 級）

内で、1 ・2個の 葉緑 体の 原形質流動が観察で きた

程度 で あ っ た こ とを示す 。 ※は、原 形 質流動 は観

察 され な か っ た が、図 1 の よ うな大 量 の 葉緑 体 が

細胞 壁 近 くに凝集 した もの が 観察され た もの を示

す。× は、効 果 が見 られ ず、原形質流動が観察で

きな か っ た もの を示 す 。

表 1．蛍光灯 の 光照 射 時間 と原形質 流動 の 関係

1 回 目 2 回 目 3 回 目

　 観察 した

　 　 部位

照射時間

上

部

中

央

部

上

部

中

央

部

上

部

中

央

部

10 分 × × × △ × ×

20 分 △ △ × △ × △

30分 △ △ △ × × ※

40 分 ※ ※ △ ※ × ※

50 分 △ △ △ △ ※ ※

60分 ※ ※ ※ ※ ※ ※

2−2　方法

　ひ とつ の ビーカ ーに オ オ カ ナ ダモ 1 本 を ビ ー
カ

ー
に い れ 、それ に  無 処理   太陽 光 照射  蛍 光灯

の 光照射 処 理 を行 い 、原形 質流 動 の 様子 を観察 し

た。観察 し た部位は 上部 と中央 部の 二 か所で あ る。

3　結果 と考察

　蛍 光灯 の 光 照射時間 と原 形 質流動の 関係を表 1

に 示す 。
△ は 、蛍光灯 の 光照射 に よ り原形質

流動 の 緩慢を少 し 改善で きた が 、一
つ の 細胞

図 1．凝集 し た葉緑体
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詳 細 は当 日に発 表 す る予 定で あ る。
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